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山形県立酒田光陵高等学校
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❖ 平成24年度山形県酒田市に市内4校を統合
➢ 県立酒田工業高等学校　県立酒田商業高等学校　県立酒田北高等学校　市立酒田中央高等学校

山形県立酒田光陵高等学校 学校概要

❖ スクールミッション

普通教育と専門教育の分野を超えた特色ある教育活動を行うことで、一人ひとりが地域と連携・協働

し、公益の心と課題を解決する力を育てます。さらに、高い専門性と国際的な視野を身に付け、環境

に配慮した地域社会の発展を支えるリーダとなる人間を育成します。

❖ 教育目標

1) 進取の気性を持ち、知徳体が融和し、心身ともに健康な人間を育成する

2) 高い専門性と国際的な視野を持ち、公共の心を持つ創造力豊かな人間を育成する

3) 地域の産業や文化・環境を理解し、地域を大切に思う人間を育成する
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❖ 設置学科
➢ 普通科（2クラス）

➢ 工業科（3クラス）

■ 機械制御科

■ 電気電子科

■ 環境技術科

➢ 商業科（2クラス）

■ ビジネス流通科

■ ビジネス会計科

➢ 情報科（1クラス）

■ 情報科

山形県立酒田光陵高等学校 学校概要

➢ 普通科（2クラス）

➢ 工業科（3クラス）

○ 機械制御科

○ 電気電子科

○ 環境技術科

➢ 商業科（2クラス）

○ ビジネス流通科

○ ビジネス会計科

➢ 情報科（1クラス）

○ 情報科

❖ これまでの取り組み

➢ 令和5年度～

リーディングDXスクール

（生成AIパイロット校）指定校
➢ 令和6年度～

DXハイスクール採択校
➢ 令和6年度・令和7年度

国立教育政策研究所

教育課程実践検証協力校（情報科）
➢ 令和元～2年度

国立教育政策研究所教育課程研究指定校

（情報科）
➢ 平成26～28年度

スーパー・プロフェッショナル・ハイス

クール（SPH）指定校（情報科） 3
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山形県立酒田光陵高等学校 カリキュラム
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令和6年度 各学科ごとの進路実績
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山形県立酒田光陵高等学校　情報科
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専門教科情報科 目標

　情報に関する科学的な見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行
うことなどを通して ，情報産業を通じ，地域産業をはじめ情報社会の健全で持
続的な発展を担う職業人として必要な資質・能力 を次のとおり育成することを
目指す。

1) 情報の各分野について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を
身に付けるようにする。

2) 情報産業に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ合理的
かつ創造的に解決する力を養う。

3) 職業人として必要な豊かな人間性を育み，よりよい社会の構築を目指して自
ら学び，情報産業の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。
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専門教科情報科 科目

❖ 原則履修科目

➢ 情報産業と社会

➢ 課題研究

❖ 専門学科における専門教科・

科目の最低必修単位数

➢ 25単位以上
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酒田光陵高校情報科 教育課程

情報システム分野・コンテンツ分野
どちらも学習を行う
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酒田光陵高校情報科 教育課程　学校設定科目
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教育課程

課
題
研
究

SP
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

情報産業と
社会

情報
テクノロジー

情報の
表現と管理

情報システムの
プログラミング

情報
セキュリティ

情報
総合

情報実習 情報実習

AIと
データサイエンス

14



教育課程

課
題
研
究

SP
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ゴ
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ム

情報産業と
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情報
テクノロジー

情報の
表現と管理

情報システムの
プログラミング

情報
セキュリティ

情報総合

情報実習 情報実習

AIと
データサイエンス

基礎的な内容

実践的な学習

探究的な学び
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IT基礎を
ベースに

教育課程
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実践的・体験的・主体的な学習活動 ICTを活用した課題解決

新しい情報技術
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IT基礎を
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教育課程
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ＳＰアルゴリズム（学校設定科目）

❖ チームでの「販売顧客管理システム」

の作成を通じて、情報技術者としての

能力・態度を育てる

❖ 開発システム
➢ サーバー上のデータベースと連携した

Javaアプリケーション

❖ 授業の流れ
➢ 1学期：DBなど基礎的な知識の習得

➢ 2学期：システム開発→発表

➢ 3学期：システムのカスタマイズ→発表

❖ 山形県立産業技術短期大学校庄内校と

の連携授業

18



ＳＰアルゴリズム　開発するシステム
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ＳＰアルゴリズム　開発するシステム
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ＳＰアルゴリズム　学習時の様子
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ＳＰアルゴリズム 生徒の発表資料より
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情報システム実習　ゲーム制作実習

❖ これまで習得した情報システムとコ

ンテンツを融合し、総合的な開発の

能力・態度を育てる

❖ 開発システム
➢ Unityによる3Dゲームの開発

❖ 授業の流れ
➢ Unity基礎（3時間×2日）

➢ ゲーム設計（3時間×1日）

➢ ゲーム開発（3時間×6日）

❖ チーム開発
➢ システムプログラム

➢ キャラクター制御

➢ 3Dグラフィック

情報システム分野

・プログラム
・ソフトウェア設計
・データ管理

など

コンテンツ分野

・3DCG
・ゲームデザイン
・ユーザインタ
　　　　フェース

など
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情報システム実習　ゲーム制作実習

企画書から作成
（自分が作りたいものを）

自分たちで調べながら
実装する

教員は
サポートを中心に

生成AIも活用しながら
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ＡＩとデータサイエンス(学校設定科目）

❖ AIやデータを活用し、実際の課題を解決するための技術と態度を身につける

❖ 実装を意識した、課題解決型の実習を中心に行う

❖ 「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度」リテラシーレベル

を超えて、応用基礎分野程度を目指す（高度な数学の内容は体験的のみ）

共通的分野

情報システム分野
情報コンテンツ分野

AIと
データサイエンス
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● データサイエンスとは

● データの収集・前処理

● 確率統計

● 回帰分析

● 分類

● 決定木

● SVM

● クラスタリング

● K-means

● 協調フィルタリング

● 時系列データ

● 画像分析

● 物体検出

● ニューラルネットワーク

● 生成AI

● LLM

● プロンプトエンジニアリング

ＡＩとデータサイエンス　主な内容
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AIとデータサイエンス

課題

データの収集

データの前処理

AIモデルの作成

AIモデルの評価

実装

❖ 実際に課題を解決するまでの一連の流れを行う
➢ 整えられたきれいなデータだけでなく、自ら工夫してデータの

収集を行う

➢ AIモデルの評価をして終わりではなく、このAIモデルは何をす

るために作らているのかを意識させる

数値を読む

記録する

チップをたたく
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課題研究

❖ 専門学科情報科の学習を活かして、社会に関する課題発見、情報技術を用い

た解決策を探究し、実践する。

❖ 生徒の興味関心に合わせて、課題は生徒が設定する。

❖ 積極的な外部連携の実施
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課題研究　教員のかかわり　

教員のアドバイス

大学教授
ＩＴ技術者

地域

支
援

教員：外部との調整
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課題研究　ルーブリックによる相互評価

評価の３観点 身に付けてほしい力 力の説明 S（Aよりできた） A（かなりできた） B（できた） C（それなりにできた） D（できなかった）

知識・技術 活用力 習得した専門知識を実践で役立て

ることができる力

専門的な知識についてとても理解しており、応用的な課題に

対して、専門的な知識を用いて実践できる。

専門的な知識について理解しており、基本的な課題に対し

て、専門的な知識を用いて実践できる。

専門的な知識について、おおむね理解しており、実践でき

る。

専門的な知識の獲得・修得に取り組んでいるが、実践できる

レベルではない。

専門的な知識に関心がない、またはその獲得・修得に取り

組んでいない。

学習する力 各テーマにおいて必要な知識を判

断し、自ら学習する力

様々な角度から十分に学習している。 十分に学習している。 適度に学習している。 学習しているが、不十分である。 学習していない。

専門性 習得した専門技術を実践で役立て

ることができる力

専門的な技術がしっかりと身に付いており、応用的な課題に

対して、専門的な技術を用いて実践できる。

専門的な技術について身に付いており、基本的な課題に対

して、専門的な技術を用いて実践できる。

専門的な技術について、おおむね身に付いており、実践でき

る。

専門的な技術の獲得・修得に取り組んでいるが、実践できる

レベルではない。

専門的な技術に関心がない、またはその獲得・修得に取り

組んでいない。

思考・判断・表現 課題発見力 現状を分析し目的や課題を明らか

にする力

現状と最終成果物とのギャップについて確実に把握すること

により課題を理解しており、適切な情報収集や分析を行って

いる。

課題を明らかにするため、現状を把握できており、意欲的に

情報収集や分析を行っている。

現状に対してぼんやりとした理解があり、最終的な姿と現状

のギャップについて把握しようとしている。

現状に対する理解がないが、何かをやらなければならいと

考え、実行しようとしている。

現状に対する理解もなく、考えようともしていない。

計画力 課題の解決に向けプロセスを明ら

かにし準備する力

調査・分析によって必要な技術や工程を理解でき、解決のた

めの方向付けと優先順を付けることが的確にできる。

調査・分析によって必要な技術や工程を理解でき、解決のた

めの方向付けと優先順位をある程度付けることができる。

調査・分析によって必要な技術や工程を理解でき、解決のた

めの方向付けができる。

調査・分析によって必要な技術や工程を理解できる。 調査（情報収集）・分析が不十分である。必要な技術や工程

を理解できない。

創造力 解決策を生み出す力 様々な視点から物事を見つめ、組み合わせるなどして解決

策を作り出すことができる

解決策を作り出すことを常に意識しながら、そのためのヒン

トを意欲的に探究することができる

解決策を作り出すこと意識しながら、努力している。 解決策を考えて生み出そうとしている。 どのように考えれば解決策を生み出せるか分からない、新し

いものを作り出そうとしない。

状況把握力 自分と周囲の人々や物事との関係

性を理解する力

自分にできること、他人ができることを的確に判断し、状況に

配慮しながら行動できる

自分と他人の役割をの違いを明確に理解し、他者と協力し

ながら行動できる

自分と他人の役割をの違いを理解し、行動できる 自分の役割を理解し、意欲的に行動できる 自分の置かれている状況を理解できない、現状について考

えようとしない

発信力 自分の意見を分かりやすく伝える

力

自分の考えを、例を用いたり理由を述べたりしながら具体的

に伝えることができる

話そうとすることを自分なりに理解しており、積極的に伝える

ことができる

自分の考えを整理して、伝えることができる。 自分の考えある程度を整理して、伝えようとしている。 自分の考えを整理できず人に伝えられない、考えたり述べた

りする意欲がない

伝達する力 資料やスライド等が適切に用意で

きる。

相手に理解させようと努力してオリジナリティがあるものを適

切に用意している。

相手に理解させようと努力して適切に用意している。 適度に用意している。 用意しているが、不十分である。 用意していない。

発表する力 発表の道筋をよく理解しており、

堂々とした態度で発表できる。

発表の道筋をよく理解しており、堂々と発表し（声、表情を含

む）、相手から十分な理解を得ることができる。

発表の道筋をよく理解しており、堂々と発表する。 発表の道筋をよく理解しており、問題なく発表する。 発表の道筋を理解しており、問題なく発表する。 発表の道筋がたっておらず、発表の態度に問題がある。

主体的に学習に

取り組む態度

主体性 物事に進んで取り組む力 自分のすべきことを見極め、困難な事柄にも自信を持って取

り組むことができ。課題を解決している。

自分なりに判断し、自信を持って取り組むことができ、課題

解決につながっている。

自分なりに判断し、前向きに行動できる 自分のすべきことがある程度わかり、取り組もうとしている。 自分のすべきことが分からないため物事に取り組めない、取

り組む意欲がない

働きかけ力 他人に働きかけ巻き込む力 状況に応じて相手が納得できる説明をし、理解を得たうえ

で、周囲の人を動かすことができる

適切に、他者に方向性を示し、目標の実現のために動員で

きる。

最低限、他者に方向性を示し、目標の実現のために働きか

けることができる。

自分自身が状況を理解できているが、適切に他人に働きか

けることができない。

自分自身が状況を理解できていないため他人に働きかける

ことができない、働きかけようとしない

実行力 目的を設定し計画的に行動する力 達成目標を設定し、創造的思考をもって最善の計画を立て、

その計画に沿って実行できる。

達成目標を設定した計画を立てることができ、計画に沿って

実行できる。

達成目標を設定し、計画を立てて実行できる。 計画を立てることができるが、目的が曖昧である。計画倒れ

で行動が伴わない。

目的が明確でないため行動できない、目的を持たず実行す

る意欲がない

傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力 人の意見を、相槌を打ったり質問や投げかけをしたりして、

引きだしながら聴き、正確に理解したうえで、さまざまな視点

から考えることができる。

人の意見を素直に聴き入れて深いところ（意図や気持ちな

ど）まで理解することができる、深いところまで理解しようとす

る態度（問い直しなど）がある

人の意見を素直に聴き入れて理解することができる、理解し

ようとする態度がある

一通り理解できる、人の意見を聞く努力をしている。 人の意見を理解できない、人の意見を聴く態度がみられな

い

柔軟性 意見の違いや立場の違いを理解

する力

適切で創造的な手順・手段を用いて分かりやすく説明し、相

手を十分に納得させることができる。

適切な手順・手段を用いて分かりやすく説明し、相手を納得

させることができる。

適切な手順・手段を用いて分かりやすく説明できる。 人の意見や立場の違いが理解し、受け入れようとしている 人の意見や立場の違いが理解できない、受け入れようとし

ない

規律性 社会のルールや人との約束を守る

力

ルールやマナーを理解しており、周囲に注意を促したりしな

がら行動できる

ルールやマナーを理解しており、ある程度自らを律して行動

できる。

ルールやマナーを理解しており、最低限自らを律して行動で

きる。

ルールやマナーを理解し自らを律して行動しようとするが、

適切でない。

ルールやマナーを理解していない。自らを律して行動するこ

とができない。
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❖ ファインチューニングによる独自カスタムLLM対話システムの制作
❖ 生成AIを活用した広告作成・配信システムの開発
❖ コメレンズ物体検出AIを用いたwebアプリケーション
❖ 山形県の認知度を向上させるための2Dゲーム
❖ VRアバターを活用した魅力発信
❖ AIを活用したレシピ提案システムの開発
❖ RAGを活用した校内ルール回答AIチャットボットの開発
❖ 購買の1日の販売数予測AIアプリの開発
❖ 生徒の負担を減らすIoTシステムの開発
❖ 情報科実習室をメタバース空間に再現
❖ 子供たちが楽しめるインタラクティブコンテンツの開発
❖ ローカルLLMを活用した面接練習webアプリの開発
❖ 物体検出AIを用いた棚卸支援webアプリの開発
❖ 人流シュミレーションを用いたクマ出没MAP被害シミュレーション

生成AI自体に対する研究　 AIに関する研究

課題研究　2023&2024&2025テーマ(抜粋）
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課題研究　2023&2024&2025テーマ(抜粋）

新しい技術にも挑戦する
(教員も大きな挑戦)

❖ ファインチューニングによる独自カスタムLLM対話システムの制作
❖ 生成AIを活用した広告作成・配信システムの開発
❖ コメレンズ物体検出AIを用いたwebアプリケーション
❖ 山形県の認知度を向上させるための2Dゲーム
❖ VRアバターを活用した魅力発信
❖ AIを活用したレシピ提案システムの開発
❖ RAGを活用した校内ルール回答AIチャットボットの開発
❖ 購買の1日の販売数予測AIアプリの開発
❖ 生徒の負担を減らすIoTシステムの開発
❖ 情報科実習室をメタバース空間に再現
❖ 子供たちが楽しめるインタラクティブコンテンツの開発
❖ ローカルLLMを活用した面接練習webアプリの開発
❖ 物体検出AIを用いた棚卸支援webアプリの開発
❖ 人流シュミレーションを用いたクマ出没MAP被害シミュレーション

生成AI自体に対する研究　 AIに関する研究 32



＜2023実践例＞

VRアバターを活用した情報科魅力発信プロジェクト

❖ VTuberとなりYoutubeに動画投稿
➢ 情報科の魅力を地元中学生にアピールしたい！！

❖ VR動画の作成
➢ 動画の企画・構成

➢ 3Dアバターの製作

➢ モーションキャプチャー技術

➢ 動画編集

➢ アナリティクス分析

❖ アナリティクスやアンケート分析
➢ 自分たちの目的を達成するためにどうしたらよいか、考えな

がら製作を行う

33
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＜2024実践例＞

RAGを活用した校内ルール回答AIチャットボットの開発

❖ 学校の困りごとに応えてくれるチャットボット
➢ 先生方の手を煩わせたくない！！

❖ RAGを活用する
➢ ローカルLLMの環境構築

➢ 学習データの収集・整形

➢ RAGシステムの構築

➢ webアプリケーションの作成

❖ 地元AIエンジニアとの連携
➢ 調べても情報が少ない

➢ 自分で実際に動かして検証を行いながら調整

➢ AIエンジニアの方にも相談しながら

教員も知らない
新しい技術に

積極的にチャレンジ！
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＜2025実践例＞

パイプ数カウントWebアプリケーション

❖ 棚卸時のパイプの本数を教えてくれる
➢ 地元企業での棚卸時にパイプの数を一本ずつ数えるている。楽

に素早く数えられるようにしたい！

❖ 物体検出AIを活用したWebアプリケーション
➢ YOLOv8による物体検出AIモデル作成

➢ Webアプリケーションの作成

❖ 地元企業との連携
➢ ヒアリングや作業見学など現場調査による課題発見

➢ 実際にアプリケーションを使用いただいてのレビュー

➢ レビューを受けてのアプリケーション改善

❖ 地元AIエンジニアとの連携
➢ 開発や運用のアドバイスを地元AIエンジニア指導を受ける

地元企業と連携し
社会課題の解決 35



DXハイスクールの取組み

36



❖ データサイエンスサマーキャンプ（2024年8月)
➢ スタートアップエンジニアによるデータサイエンスハッカソン（1泊2日)

➢ データサイエンスの基礎からデータの収集・分析・発表までを集中的に実施

生徒向け研修の実施

データサイエンスやAI学習のきっかけに
→ 課題研究や課外活動でより高度な内容にチャレンジ
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❖ ゲーミングノートPCによるゲーム実習

➢ 3DCGソフト

➢ 画像編集ソフト

➢ ゲームエンジン

➢ Webブラウザ

❖ 高性能GPU搭載ワークステーション

➢ 最新のAIを実際に動かして試すことができる

■ ローカルLLMを活用した課題研究

■ 高負荷なAIモデル学習の実施

高性能コンピュータ

ストレスなく動作することで
生徒の学びの意欲を止めずに実習が可能
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❖ 生徒が「やりたい」と思ったときに使えるように

デジタルファブリケーションルームの整備

生徒の探究的な学びを止めない！
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生成AIパイロット校事業

2024年度末 
資料
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生成AIパイロット校事業の取り組み　

❖ 生成AIモラル講座
➢ 生成AIの正しい使い方を学ぶ

❖ 生成AIプロンプト研修
➢ 生成AIの使い方テクニックを学ぶ

実施後

❖ 各教科で日常的に生成AIを活用する
❖ 生成AIを活用することをおおいに認める
❖ 正しく使用できているか常に確認する 41



授業内や探究活動での活用

生成AIも活用しながら

SPアルゴリズム ゲーム制作実習 課題研究

実践的・探究的な学習において日常的に活用
→内容の高度化に貢献
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❖ プログラムや実行結果の検証と理解、改善案の検討などに生成AIを活用

❖ 生成AIとの対話を繰り返し、理解を深める

「AIとデータサイエンス」における生成AI活用

AIプログラムの
プロンプトを記述

AIプログラムを
生成

AIプログラムの
実行

改善案を
考える

AIの理解がないと
プロンプトが書けない

生成AIと
プログラムの理解

生成AIと
実行結果の検証

生成AIからの
アドバイス

検証のサイクルを素早く回し
探究的な学びを深める
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進路実績(過去3年）

❖ 山形大学 工学部 情報・エレクトロニクス学科

❖ 群馬大学 情報学部情報学科

❖ 岩手大学 理工学部 システム創成工学科

❖ 長岡技術科学大学 情報・経営システム工学分野

❖ 岩手県立大学 ソフトウェア情報学部

❖ 公立千歳科学技術大学 理工学部

❖ 公立はこだて未来大学 システム情報科学部

❖ 千葉工業大学 情報科学部 情報ネットワーク学科

❖ 東京電機大学 未来科学部 情報メディア学科

❖ 東北芸術工科大学 デザイン工学部 映像学科

❖ 東北公益文科大学 公益学部 公益学科

❖ 神奈川工科大学 情報学部 情報メディア科

❖ 山形県立産業技術短期大学校 庄内校

情報科で学習した、研究・実績を使って
総合型選抜で進学
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ありがとうございました
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